












































































































設置日  2014年 12 月１日
観察日　2014年 12 月８日
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大学所蔵資料の展示・収蔵環境に関する学芸員養成教育の実践的試み（光本）
2015 年 12月４日 ５日 ６日 ７日 10日９日８日 11日
2015 年 12 月 18日


























































4 0.0 0.0 0.0 晴一時曇 晴
5 -- -- -- 晴一時曇 曇
6 -- -- -- 曇 曇後晴
7 -- -- -- 快晴 快晴
8 -- -- -- 晴後時々曇 快晴
9 -- -- -- 晴後時々薄曇 曇一時晴
10 11.0 3.5 1.0 雨時々曇 大雨
11 34.0 15.5 3.5 曇時々雨 曇時々晴
12 0.0 0.0 0.0 曇一時晴 曇
13 -- -- -- 曇一時晴 曇一時晴
14 -- -- -- 晴時々曇 晴後曇
15 3.0 2.5 1.0 曇後時々雨 曇時々雨
16 0.0 0.5 0.0 曇一時晴 曇時々晴
17 -- -- -- 晴一時曇 快晴
18 -- -- -- 晴後時々曇 晴一時曇
19 -- -- -- 晴一時曇 快晴
20 0.5 0.5 0.5 晴後曇 雨一時曇





− 88 − − 89 −
大学所蔵資料の展示・収蔵環境に関する学芸員養成教育の実践的試み（光本）
ていたことが挙げられる。加えて、地下では大雨の際に床面・壁面に雨が染み出す状況が生じ
てきたように、雨の影響を受けやすいというハード面の問題も考えられる。第二に、エアタイ
トケースの湿度が壁面ケースに比べて安定しなかった点も問題点として挙げられる。この原因
を特定することは難しいが、エアタイトケース内に湿度を下げる目的でシリカゲルを設置して
いた点が、何らかの要因となった可能性も想定される。現在のエアタイトケースで今後も青銅
器を展示するならば、調湿剤の内容を見直し、湿度を45％程度に安定させる調湿剤を新たに用
いるなどして、改めて経過をみる必要性が浮かびあがったものといえよう。
おわりに
博物館資料保存論の授業における2014年度の室内空気汚染調査および2015年度の温湿度調
査は、授業で学ぶべき項目の学習と、大学所蔵資料の展示・保存環境の実態把握を同時に可能
とした。一方、本来こうした試みについては、養成教育と学内博物館の協働により実施する体
制が不可欠と考える。大学博物館における試行錯誤のノウハウが教育に生かされるとともに、
博物館側にとっても保存環境の改善に役立つ利点があるからである。そのような大学博物館組
織がない本学の現状で最も問題となるのは、実践的試みの継続性である。学芸員に成り代わっ
て授業で学生が資料保存に取り組むためには予算も必要である。今回紹介した試みは、学内の
競争的資金を学芸員課程が得たことではじめて、機器や試薬を揃えることが可能となった。
今回報告した内容のほかにも、同予算で購入した照度計やスポット温湿度計を用いて、博物
館資料保存論の授業内容の充実を図っている。さらに2015年度後半に岡山大学附属図書館・
中央図書館が主体となった展示企画の際には、展示ケースの温湿度および照度の検討で協力し
ている（光本2016）。学芸員課程における実践の強化は、授業外の場面でもいかされつつある。
豊かな学術資料の保存・活用と確かな人材養成の両立にいっそう取り組んでいきたい。
註
（1）経費は次の通りである。岡山大学平成25年度大学機能強化戦略経費「地域密着型による実践的学芸員養成教
育プログラムの構築」。平成26年度大学機能強化戦略経費「大学所蔵資料を活用した実践型学芸員養成教育の
高度化」。
（2）岡山大学総合研究博物館（仮称）構想検討会（2000）では考古学研究室保管の資料数の概算は284,086点とされ
る。
（3）開発元:株式会社ガステック、販売元:株式会社内外テクノス。
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